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１．機能 

      本プログラムは、通信プログラム「ＢｈｔＹｍＴｅｘｔ．ｄｌｌ」を呼び出して動作するＹＭｏｄｅｍ通信プログラムです。 

 

      動作環境 

ＯＳ:    Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ（３２ｂｉｔ）／７（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ）／８（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ） 

                        ／８．１（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ）／１０（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ） 

 

 

２．コマンドライン 

    ・書式１（ファイル受信） 

        ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  – Ｒ ［［通信ポート］ ［［通信スピード］ ［［連続受信］ ［［データ書き込み］］］］］ 

 

    ・書式２（指定ファイル受信） 

        ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  －Ｆ ［通信ポート］［通信スピード］［連続受信］［データ書き込み］［受信ファイル］ 

［［フィールドデータ］］ 

 

    ・書式３（ファイル送信） 

        ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  －Ｓ ［［通信ポート］［［通信スピード］ ［［送信ファイル］ ［［フィールドデータ］］］］］ 

 

    ・書式４（通信条件設定） 

        ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  -ＳＥＴ 
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・ 引数 

通信ポート ＣＯＭ１，ＣＯＭ２，・・・・・ＣＯＭｎ （省略した場合は、ＣＯＭ１になります） 
-ＳＥＴ（通信条件設定）の場合は無効になります 

通信スピード 
 

9600, 19200, 38400, 57600, 115200, 460800 
（省略した場合は、115200になります） 

連続受信 
 

１ 連続受信ＯＮ 

０ １つのファイルを受信すると終了します（省略時） 

データ書き込み １ 追加（省略時） 

０ 上書き 

受信ファイル 受信するファイルを指定します。指定したファイル以外のファイルはエラーになります。 

送信ファイル 送信ファイルのパス指定します。ファイル名のみ指定した場合は、デフォルトフォルダのファイル
を送信します。省略した場合は、ファイル指定のダイアログを表示します。 

フィールドデータ フィールドデータを「，区切り」の文字列（例 ６，１３，６）で指定します。 
省略した場合は、拡張子「．ｆｌｄ」のフィールドファイルを使用します。 

 

 拡張子「．ｆｌｄ」のフィールドファイルは、データ項目の桁数情報です。 

 ・フィールドファイルの書式 

   ＜項目１桁数＞，＜項目２桁数＞， ・・・・，＜項目Ｎ桁数＞ 

 

    例１）通信ポート「ＣＯＭ１」，通信スピード１１５２００ｂｐｓでデフォルトフォルダに受信する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ    または    ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｒ 

 

    例２）通信ポート「ＣＯＭ１」，通信スピード４６０８００ｂｐｓ，データ追加でデフォルトフォルダに連続受信する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｒ  ＣＯＭ１ ４６０８００ １  １ 

 

    例３）通信ポート「ＣＯＭ１」，通信スピード４６０８００ｂｐｓ，ＴＡＮＡ．ＤＡＴを指定して受信する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｆ ＣＯＭ１ ４６０８００ ０ ０ “ＴＡＮＡ．ＤＡＴ” 
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    例４）ファイル名とフィールドデータをを指定して受信する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｒ  ＣＯＭ１ ４６０８００ “ＴＡＮＡ．ＤＡＴ” “６，１３，６” 

 

    例５）通信ポート「ＣＯＭ１」，通信スピード１１５２００ｂｐｓ、送信ファイル指定のダイアログを開く場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｓ 

 

    例６）通信ポート「ＣＯＭ１」，通信スピード１１５２００ｂｐｓでデフォルトフォルダの「ＡｓＴｂ３０Ｑ．ＰＤ４」ファイル 

          を送信する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｓ  ＣＯＭ１ １１５２００ “ＡｓＴｂ３０Ｑ．ＰＤ４” 

 

    例７）ファイルとフィールドデータを指定して送信する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –Ｓ  ＣＯＭ１ １１５２００ “ｃ：￥Ｍｙ Ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ￥ＢｈｔＤａｔａ￥ＴＡＮＡ.ＤＡＴ”  

“６，１３，６” 

 

    例８）通信条件を設定する場合 

          ＢｈｔＹｍＴｅｘｔＡ  –ＳＥＴ 

 

ＢＡＴファイル，ショートカット，ＶＢスクリプト，Ｊスクリプトで使用できます。 
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３．通信モード設定 

    通信状態の表示／非表示，通信履歴保存，送信／受信ファイルのデフォルトフォルダを設定するダイアログ 

  を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

通信状態の表示 

設定を適用します 設定を適用し保存します 

通信履歴保存設定 

受信／送信デフォルト 
フォルダ 

保存する通信履歴ファイル名 
日ごとに保存ファイル名： BYTCOM**_YYYY_MM_DD.log 
月ごとに保存ファイル名： BYTCOM**_YYYY_MM.log 

年ごとに保存ファイル名： BYTCOM**_YYYY.log 

** : 通信ポート No 

カンマ区切りデータ受
信設定またはＣＳＶフ
ァイル受信の場合、カ
ンマ区切りデータを引
用符（“）で括りテキ
ストファイルを作成し
ます。 
 
ＣＳＶファイル送信の
場合、カンマ区切りデ
ータを引用符（“）で
括りテキストファイル 
を送信します。 
 

ＣＳＶファイル以外の
データもカンマ区切り
データで受信します。 

カンマ区切りデータ受信の末尾 
スペースをデーダとして保存します. 
 

末尾に削除フラグ 1桁を付加します. 
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４．ハンディターミナルへのファイル送信 

 

 データファイル名：  ＜半角１～８文字の英数字＞ ．＜拡張子（半角１～３文字の英数字）＞ 

     ＣＳＶデータファイルを送信する場合は、拡張子ＣＳＶを使用します。 

     ＰＤ４，ＰＤ３，ＥＸ３，ＦＮ３，ＦＬＤ，ＥＸＥ，ＢＡＴ の拡張子は使用できません。 

     拡張子を省略する場合はピリオドも取ってください。 

 

 引数にフィールド情報を指定しますが、省略した場合は、フィールドファイルを使用します。 

 フィールドファイル名： ＜データファイル名と同じファイル名＞ ．ｆｌｄ 

 ・フィールドファイルの書式 

   ＜項目１桁数＞，＜項目２桁数＞，＜項目３桁数＞， ・・・ CRLF 

 

 ＴＡＮＡ．ＤＡＴというデータをハンディターミナルへ送信する場合、拡張子がｆｌｄのフィールドファイルＴＡＮＡ．ｆｌｄ 

を作成する必要があります。フィールドファイルは、送信するデータ項目の桁数情報です。 

 

 例）商品コード１３桁と数量４桁のデータを送信する場合 

          フィールドデータ引数：            １３，４ 

          フィールドファイルデータ：        １３，４  CRLF  

 

・固定長データ（ＴＡＮＡ.ＤＡＴ） 

                商品コード          ｜ 数量 

４９０１７８０３３１２０８０００１ 

４９０１７８０３３１２０８００１０ 

 

        ・ＣＳＶデータ（ＴＡＮＡ．ＣＳＶ） 

                商品コード            ｜ 数量 

“４９０１７８０３３１２０８”,”１” 

“４９０１７８０３３１２０８”,”１０” 
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５．ハンディターミナルからの受信データファイル 
 
      受信したデータは、ハンディターミナルで指定したファイル名で固定長デキストファイルまたはＣＳＶファイルになります。 
    ＣＳＶファイルになるのは拡張子が「．ＣＳＶ」の場合です。 
 
      例）次のようなデータの場合 
        処理日：１０桁   棚 No：６桁   ＪＡＮコード：１３桁   数量：６桁（符号付） 
 
        Receive関数で受信するフィールド情報は、「10 6 13 7」になります。 
 
      ① 固定長ファイル 
              処理日           棚Ｎｏ          ＪＡＮコード          数量 
                    ｜          ｜                         | 
 ２００６／０１／０１０００００１４９０１７８０３３１２０８＋０００００１ 
 ２００６／０１／０１０００００１４９０１７８０３３１２０８＋０００００１ 
     ・ 
     ・ 
     ・ 
 ２００６／０１／０１０００００１４９０２０１１６００２０９＋０００００１０ 
 
 
 
      ② ＣＳＶファイル（拡張子ＣＳＶ） 
 
 “２００２／０４／０１”, “０００００１”，”４９０１７８０３３１２０８”,”＋０００００１” 
 ”２００２／０４／０１”, “０００００１”，”４９０１７８０３３１２０８”,”＋０００００１” 
     ・ 
     ・ 
     ・ 
 ”２００２／０４／０１”, “０００００１”，”４９０２０１１６００２０９”,”＋０００００１” 

 


